
評価項目 評価方法 点数 係数 評定点

本事業の目的、活動指針、業務内容を十分に理解しており、目的の達成が期待できるか。 6段階評価 6 2 12

①仕様書内4-(1)-ア記載の本事業で活用する現地PRエージェンシーについて、会社名、メディア露出
に関する影響力や特徴、有力メディアとの連携実績（例：アプローチしたことによる有名媒体への露
出等）、強み（例：リレーション数だけでなく関係の深さ等）、ターゲット市場ごとのアプローチ方
法等を具体的な根拠のもと、明確に提案されているか。

6段階評価 6 3 18

②仕様書内4-(1)-イ記載のメディアの選定に関し、対象とする有力メディアについて、その影響力
（例：露出数等）や強み等を具体的な根拠のもと提案されているか。

6段階評価 6 3 18

③仕様書内4-(1)-ウ記載の本事業で実施するセールスコール業務を効果的に進めるための具体的な提
案となっているか。（活動指標（アウトプット）及び成果指標（アウトカム）達成に向けた効果的な
セールスコールを提案しているか。

6段階評価 6 2 12

④仕様書内4-(1)-エ記載の本事業で実施するニュースレターの作成および配信について、認知度向上
に資するせとうち地域の紹介にとどまらず、せとうち地域周遊２３ルートや新たな戦略素材等を参考
に、現地取材を基にそれらを想起させる、将来的な販売に寄与するような内容が提案されているか。
さらに、それらが、魅力的な構成のニュースレターの様式で、各内容が時期に応じた効果的な発信と
なるよう意識された配信計画が示されているか。
　また、情報発信にあたっては、その配信内容や配信時期等について例月報告等で報告した現地のト
レンドやニーズを踏まえる具体的な提案となっているか。

6段階評価 6 3 18

⑤仕様書内4-(1)-オ記載の本事業で実施する機構オウンドメディアからの情報発信について、認知拡
大に活用し、利用者拡大を図れる提案となっているか。

6段階評価 6 3 18

①類似業務の実績があり、着実な履行が可能な業務体制について具体的に記載されており、かつ、業
務に対する十分な体制がとられているか。（例：仕様書内の各業務について窓口担当者を設置してい
る、本事業の総括窓口担当者を設置している等の明確な業務遂行体制を明示していること等）

6段階評価 6 2 12

②業務全体の実施スケジュールについて具体的に記載されており、確実な事業展開が可能と認められ
るか。

6段階評価 6 1 6

事業計画に見合った経費となっているか。所要経費の明細が明らかとなっており、妥当性があるか。 6段階評価 6 1 6
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　　欧米豪市場に向けたせとうち地域周遊２３ルートや新たな戦略素材等の情報発信事業
　　　　提案書評価基準

選定基準

基本的な考え方

企画内容の優良性

企画内容が、具体性、妥当性、実現可能性を伴う、効果的な事業展開が期待できるものとなっているか。

業務遂行の安定性

事業の実施に係る経費

評　　定　　点　　合　　計

６段階評価
６：とても優れている ５：優れている ４：やや優れている ３：やや劣っている ２：劣っている １：とても劣っている


